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Abstract To ascertain the current state of marital relationships involving 20 men and women age 60 or over and 
to ascertain what information needed to be taught in marriage education in order to develop marriage education to 
help improve the quality of life (QOL) of ｍid-life Japanese and to verify whether American marriage education 
could be used in Japan. Although ｍid-life participants were satisfied with their marital relationships, they were also 
aware that their marital relationships were not what they wanted them to be. Participants were dissatisfied with 
their spouses and they had different values. Although participants acted separately, they wanted a mental connection 
to their spouses. The top 3 topics needed in marriage education for the ｍid-life were: 1. marital communication 
techniques, 2. ways to check for mutual understanding, and 3. good ways to spend time together as a couple. Ｍid-
life Japanese couples need to be taught the knowledge/ skills to understand and discuss their values and views on 
life to create an emotionally satisfying relationship that respects their differences. Results indicated that the 
information taught in American marriage education can be used in Japan. Educational materials need to be developed 
for ｍid-life Japanese couples with an emphasis on communication techniques and methods of fostering mutual 
understanding. 
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調査時期は 2018 年 7 月であり，調査対象者は関
東圏内の協力を得られた公民館のサークルや団体
（計 2団体）に所属する 60歳以上の 20名の男女で
あった。性別は，男性 18 名，女性 2 名であり，年
齢は，全体の平均が 71.2 歳，男性の平均 70.9 歳，
女性の平均 76歳であり，最頻値は 67歳，年齢幅は
64～93 歳であった。職業の有無は，有職者が 11 名，
無職者が 9名であり，配偶者との同居の有無は，同
居有りが 15 名，同居無しは 5 名であった。このう
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Table 1. Summary of questions for Japanese ｍid-life 
質問項目 備考（質問項目の内容作成に関連した参考資料） 
１ 年齢  
２ 性別  
３ 職業の有無  
４ 配偶者との同居の有無  
５ 配偶者以外との同居の有無  
６ 現在自分の人生で一番重視している役割 「エムプティネスト(空の巣)期」の生活構造と夫婦の生きがいに関
する研究−実態調査による実証研究−(石川，2000)5) ７ 主に，余暇時間を誰のために使うのか 
8 理想の夫婦関係 高齢者の結婚生活の質と心理的適応及び余暇活動：関係性ステイタ
スの観点から」（宇都宮，2014）６)で使われている評価尺度および




11 夫婦間の重要な話題 Empty Nesting:Reinventing Your Marriage When the Kids Leave Home(Arp, D.,Arp.C.,Stanley S., & Blumberg S., 2001)8) 
12 夫婦関係の幸せ度 評価尺度は，“ELEVATE”開発者からの許可を得て，日本語に翻訳し
て使用 13 夫婦関係の満足度 
14 SME で学んでみたい学習内容 
1.“Elevate”: Taking Your Relationship to the Next Level(the 
Alabama Cooperative Extension System & the University of 
Georgia Cooperative Extension, 2014)4) 
2. Empty Nesting: Reinventing Your Marriage When the Kids Leave 
Home(Arp, D.,Arp.C., Stanley S., & Blumberg S., 2001)8) 
 
Table 2. Significant Roles 
人生の中で重要な役割 度数(人) ％ 
1. 夫/妻 7 37 
2. 自分の子どもの親 6 32 
3. ボランティア・地域 2 10 
4. 職業人 1 5 
5. その他 3 16 
合計(有効 19） 19 100 
 
Table 3. Uses of Free Time  
余暇時間の使い方 度数(人) ％ 
1．自分のため 15 83 
2．家族全体のため 2 11 
3．成人した子どものため 1 ６ 
4．夫婦のため 0 0 
５．仕事のため 0 0 
６．老親のため 0 0 
７．社会・公共のため 0 0 
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Fig.1 Reality and Ideal of Marital Relationship 
























を増やして欲しい」を選択した 5 名中 3 名が，「夫
または妻としての役割」を選択していた。また， 
Table 4. What One Wants from One’s Spouse 
順位 配偶者への要求(有効 20) 上位 5 位まで 
度数 
(人) 
1 第二の人生を精神的に支えて欲しい 7 
2 共に出かける機会を増やして欲しい 5 
2 自由に使えるお金を増やして欲しい 5 
2 自由な時間を増やして欲しい 5 
3 感謝や謝罪を言葉で表現して欲しい 4 
4 愛情表現して欲しい 3 
4 気持ちを理解して欲しい 3 
4 短所を受け止めて欲しい 3 
4 第二の人生の経済支援して欲しい 3 
5 共通の友人や知人と過ごして欲しい 2 
5 ボランティアに共に参加して欲しい 2 
5 人生の目標の相談に乗ってほしい 2 
 
「自由に使えるお金を増やして欲しい」を選択した
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Table 5. What One Wants from One’s Spouse & Important Roles 
順位 配偶者への要求項目 上位 3 位までの回答者 （人） 
人生で夫または妻の役割
を最も重視している(人) 
１ 第二の人生を精神的に支えて欲しい  7 3 
2 共に出かける機会を増やして欲しい  5 3 
2 自由に使えるお金を増やして欲しい  5 2 
2 自由な時間を増やして欲しい  5 1 
3 感謝や謝罪を言葉で表現して欲しい 4 0 
  
Table６. Important Topics for Husbands & Wives 
順位 夫婦間の重要な話題(有効 16) 度数(人） 回答率（%） 
1 健康問題 10 63 
2 自分達の老後の過ごし方 9 56 
3 夫婦間の意見や価値観の相違 4 25 
4 親戚付きあい 3 19 
4 経済的問題 3 19 
4 お互いの余暇時間の使い方 3 19 
4 食生活 3 19 
4 住生活 3 19 
5 衣生活 2 13 
5 その他 2 13 
6 不公平な家事分担 0 0 
  










8. 非常に幸せ  




目から上位 3 項目を選び，有効回答者 16 名の回答
から順位付けを行った結果である。夫婦間の重要な
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Fig.2. Marital Happiness 
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Table. 8. Educational Information Needed in Marital Education for the Ｍid-life 
順位 SME で学びたいこと(有効 19) 度数(人) 回答率(%) 
1 コミュニケーションの方法 8 42 
2 相互理解の確認法 5 26 
3 夫婦の時間・お金・家事分担 4 21 
4 夫婦間問題解決法 3 16 
4 成人した子どもとの付き合い方 3 16 
5 愛情表現 2 11 
6 老親との付き合い方 0 0 

























































調査回答者 20 名のうち，最も多くの 7 名（全体
の約 3割）の者が配偶者に対して，第二の人生の目
標を達成するための精神的支えを求めていた。この




うことを表している。また，回答者 20 名のうち 5
名（1/4）の者が，夫婦で共に出かける機会を増や
すことを希望し，そのうち 3 名（約 6 割）の者が
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